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シリーズ研究（その１）
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（その１）の課題
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シリーズ研究（その２）/（その３）

②高性能AE減水剤の適用＋直貼り

③プリコーティングによる表面加工
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中立軸距離：
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本研究（その４）では

①M～Φ関係の設計用モデル提案

②実験との比較検証
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M～φ関係の設計用モデル化
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剛性低下率αｙについて

αy=0.15＋γ×Pt×100

γ= 0    …αyがPtに独立

0.1 …RC梁部材での推奨値

0.3  …ボックス壁式（原子力）
※原子炉建屋の壁に用いられる係数



実験との比較検証

Pt=1.002%（3-D22）
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実験との比較検証
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実験との比較検証
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まとめ
①M～φ関係のモデル化について

トリ・リニア型骨格曲線でモデル化が可能

②設計用モデルのM～Φ関係の提案式について

弾性論や簡単な経験式でモデル化（下表）

③M～Φ関係の提案式の適用範囲について

部材塑性率でμ=4程度までカバー

状態 モーメント (M) 剛性 (K)

第1折点

第2折点

第3勾配 -

𝑀𝑐 = 0.56× σ𝐵× 𝑍

𝑀𝑦 = 𝑎𝑡 ×σ𝑦 ×𝑗

𝐾𝑐 = 𝐸𝑐 ×𝐼𝑒

𝐾𝑦 = α𝑦 × 𝐾𝑐

𝐾𝑢 =
1

100
𝐾𝑦

α𝑦 = 0.15 +  ・ 𝑡 ×100j=    ) ×d

・・・（1）

・・・（2）

・・・（3）

・・・（4）

・・・（5）

註) (4)式のγ：Ptに応じた修正係数


